
 
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）
 

        

目
 
 
次
 

 
告
 
示
 

○
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
庁
舎
等
維
持
管
理
業
務
の
委
託
契
約
を
締
結
し
よ
う
 

と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
の
特
 

例
を
定
め
る
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
五
六

 

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
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変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
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が
あ
っ
た
件
 
 
 
 
 
 
 
 
二
五
六

 

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
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解
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す
る
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
五
七

 

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
五
七

 

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
五
七

 

公
 
告
 

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件
二
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
五
八

 

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件
三
件
 
 
 
 
 
 
 
 
二
五
九

 

○
採
石
業
務
管
理
者
試
験
を
実
施
す
る
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
五
九

 

○
河
川
整
備
基
本
方
針
を
定
め
た
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
六
〇

 

○
港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要
を
公
告
す
る
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
六
〇

 

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
六
一

 

福
島
県
企
業
局
 

○
福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
 

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
六
二

 

福
島
県
病
院
局
 

○
福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
 

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
六
三

 

 

告
 
 
示
 

 福
島
県
告
示
第
三
百
六
十
六
号
 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
認
定
を
す
る
福
島
県
財

務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
十
七
号
）
第
二
百
四
十
五
条
及
び
第
二
百
六
十
四
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
（
以
下
「
競
争
入
札
」
と
い
う
。
）
の
方
法
に

よ
り
福
島
県
庁
舎
、
福
島
県
合
同
庁
舎
等
の
公
有
財
産
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
の
委
託
契
約
（
地

方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百

七
十
二
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
締
結
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
け
る
当
該
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
つ
い
て
は
、
競
争
入
札
の
方
法
に

よ
り
庁
舎
等
維
持
管
理
業
務
の
委
託
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
競
争
入
札
に
参

加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
（
平
成
十
五
年
福
島
県
告
示
第
七
百
八
十
三
号
）
第
二
の
各

号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
二
号
中
「
七
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
七
月
一
日
（
警
戒
区
域
等
（
原
子

力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く

原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指
示
（
以
下
「
本
部
長
指
示
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
、
同
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭

和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十

一
日
に
お
い
て
同
項
の
警
戒
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
又
は
同
月
二
十
二
日
に
お
い
て

本
部
長
指
示
に
よ
り
居
住
者
等
が
計
画
的
な
立
退
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
若
し
く
は
緊
急
時
に

避
難
の
た
め
の
立
退
き
若
し
く
は
屋
内
へ
の
退
避
が
可
能
な
準
備
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
内
に
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
お
い
て
事

業
所
が
あ
っ
た
個
人
又
は
本
店
が
あ
っ
た
法
人
若
し
く
は
県
内
に
お
い
て
警
戒
区
域
等
に
設
定
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
た
区
域
内
に
の
み
支
店
が
あ
っ
た
法
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
又
は

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
の
い
ず
れ
か
）
」
と
す
る
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
施
設
管
理
課
）
 

 福
島
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号
 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

一
１
 
指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
 

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
湯
ノ
岳
二
の
一
・
二
の
二
・
二
の
四
・
二
の
八
三
か
ら
二
の
八
五
ま
で
・

二
の
八
七
（
以
上
七
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
の
五
か
ら
二
の
七
ま
で
、

二
の
一
一
か
ら
二
の
一
三
ま
で
、
二
の
一
六
、
二
の
一
六
四
か
ら
二
の
一
六
七
ま
で
、
池
ノ
尻
一
、

小
幡
四
〇
の
一
、
四
〇
の
七
、
四
一
、
関
口
五
六
、
五
七
の
七
、
信
田
御
代
三
〇
の
一
、
三
〇
の

二
、
三
一
の
一
、
三
一
の
二
、
三
二
、
三
三
、
常
磐
上
湯
長
谷
町
嶽
道
九
〇
の
一
、
九
〇
の
四
、

九
三
の
一
、
九
三
の
一
八
、
辰
ノ
口
一
二
三
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
 

２
 
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
 

水
源
の
涵
養
 

３
 
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
 

 
(一 )
 
立
木
の
伐
採
の
方
法
 

(1)

 次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。
 

湯
ノ
岳
二
の
一
・
二
の
一
六
六
・
二
の
一
六
七
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
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分
に
限
る
。
）
、
二
の
一
六
五
、
小
幡
四
〇
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
関

口
五
六
、
五
七
の
七
、
信
田
御
代
三
〇
の
一
、
三
〇
の
二
、
三
一
の
一
、
三
一
の
二
、
三
二
、

三
三
 

(2)

 そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。
 

(3)

 主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
い
わ
き
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。
 

(4)

 間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(二 )
 
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

二
１
 
指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
 

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
湯
ノ
岳
二
の
三
、
沢
田
四
九
の
一
、
四
九
の
四
、
四
九
の
五
、
常
磐
上

湯
長
谷
町
嶽
道
九
一
 

２
 
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
 

土
砂
の
流
出
の
防
備
 

３
 
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
 

(一 )
 
立
木
の
伐
採
の
方
法
 

 
(1)
 
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。
 

嶽
道
九
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
 

 
(2)
 
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。
 

 
(3)
 
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
い
わ
き
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

 
 
 
 
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。
 

(4)
 
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(二 )
 
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
い
わ
き
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
 

（
森
林
保
全
課
）
 

 福
島
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号
 

 
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

指
定
を
解
除
す
る
。
 

 
 
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 
 

 
（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
砂
防
課
及
び
当
該
土
砂

災
害
警
戒
区
域
を
所
管
す
る
福
島
県
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）（

砂
 
防
 
課
）

 福
島
県
告
示
第
三
百
六
十
九
号
 

 
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
指
定
を
解
除
す
る
。
 

 
 
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
砂
防
課
及
び
当
該
土
砂
 

災
害
特
別
警
戒
区
域
を
所
管
す
る
福
島
県
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
 

（
砂
 
防
 
課
）
 

 福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
号
 

 
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
 

 
 
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 
 

一
 
土
砂
災
害
警
戒
区
域
 

三
崎
 

区
 
域
 
名
 

い
わ
き
市
小
名
浜
下
神
白
字
三
崎
 

区
 
 
 
 
域
 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
 

土
砂
災
害
の
発
生
 

原
因
と
な
る
自
然
 

現
象
の
種
類
 

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
範
囲
 

三
崎
 

区
 
域
 
名
 

い
わ
き
市
小
名
浜
下
神
白
字
三
崎
 

区
 
 
 
 
域
 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
 

土
砂
災
害
の
発
生
 

原
因
と
な
る
自
然
 

現
象
の
種
類
 

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
範
囲
 

諏
訪
作
沢
右
支

沼
尻
沢
右
支
上

流 沼
尻
沢
右
支

沼
尻
沢

区
 
域
 
名

同
 
 
市
平
絹
谷
字
諏
訪
作

同
 
 
市
内
郷
綴
町
高
野
作

同
 
 
市
内
郷
綴
町
高
野
作

い
わ
き
市
内
郷
綴
町
高
野
作

区
 
 
 
 
域

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
範
囲
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  二
 
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
 

  
（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
砂
防
課
及
び
当
該
土
砂

災
害
警
戒
区
域
又
は
当
該
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
所
管
す
る
福
島
県
建
設
事
務
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。
）
 

（
砂
 
防
 
課
）
 

 

公
 
 
告
 

 公
告
第
二
百
十
五
号
 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

一
 
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
 

平
成
二
十
四
年
七
月
六
日
 

二
 
名
称
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
復
興
未
来
福
島
 

三
 
代
表
者
の
氏
名
 

渡
辺
 
昇
 

四
 
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

福
島
県
福
島
市
森
合
字
屋
敷
下
一
番
地
の
十
七
 

五
 
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的
 

こ
の
法
人
は
、
復
興
、
並
び
に
除
染
、
瓦
礫
処
理
作
業
員
の
宿
泊
施
設
等
の
情
報
提
供
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
被
災
者
及
び
地
域
住
民
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
文
化
振
興
課
）
 

三
崎

勝
膳
向

喜
藤
作

辰
ノ
口

吉
野
作
２
号

牛
転

小
館

恵
比
須
内

内
之
草
沢

吉
野
谷
右
支

吉
野
谷
左
支

川
前
沢

山
之
入
沢

同
 
 
市
小
名
浜
下
神
白
字
三
崎

同
 
 
市
平
字
上
神
谷
字
勝
膳
向

同
 
 
市
平
鎌
田
字
喜
藤
作

同
 
 
市
平
藤
間
字
辰
ノ
口

同
 
 
市
平
谷
川
瀬
字
吉
野
作

同
 
 
市
平
下
高
久
字
牛
転

同
 
 
市
平
下
高
久
字
山
ノ
入

同
 
 
市
平
上
山
口
字
恵
比
須
内

同
 
 
市
平
豊
間
字
内
之
草

同
 
 
市
平
吉
野
谷
字
南
作

同
 
 
市
平
吉
野
谷
字
南
作

同
 
 
市
平
下
荒
川
字
川
前

同
 
 
市
平
下
高
久
字
山
ノ
入

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

吉
野
谷
右
支

吉
野
谷
左
支

川
前
沢

沼
尻
沢
右
支
上

流 沼
尻
沢
右
支

沼
尻
沢

区
 
域
 
名

同
 
 
市
平
吉
野
谷
字
南
作

同
 
 
市
平
吉
野
谷
字
南
作

同
 
 
市
平
下
荒
川
字
川
前

同
 
 
市
内
郷
綴
町
高
野
作

同
 
 
市
内
郷
綴
町
高
野
作

い
わ
き
市
内
郷
綴
町
高
野
作

区
 
 
 
 
域

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
範
囲

三
崎

勝
膳
向

喜
藤
作

辰
ノ
口

吉
野
作
２
号

牛
転

小
館

恵
比
須
内

内
之
草
沢

同
 
 
市
小
名
浜
下
神
白
字
三
崎

同
 
 
市
平
字
上
神
谷
字
勝
膳
向

同
 
 
市
平
鎌
田
字
喜
藤
作

同
 
 
市
平
藤
間
字
辰
ノ
口

同
 
 
市
平
谷
川
瀬
字
吉
野
作

同
 
 
市
平
下
高
久
字
牛
転

同
 
 
市
平
下
高
久
字
山
ノ
入

同
 
 
市
平
上
山
口
字
恵
比
須
内

同
 
 
市
平
豊
間
字
内
之
草

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
石
流

土
石
流
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 公
告
第
二
百
十
六
号
 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

一
 
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
 

平
成
二
十
四
年
七
月
十
二
日
 

二
 
名
称
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ラ
イ
フ
ケ
ア
 

三
 
代
表
者
の
氏
名
 

橋
本
 
俊
彦
 

四
 
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
八
島
台
六
丁
目
八
番
地
の
四
 

五
 
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的
 

こ
の
法
人
は
、
福
島
に
住
む
人
及
び
県
内
外
か
ら
集
う
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
、
災
害
の
予
防
、

支
援
、
復
興
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
人
々
が
尊
厳
を
持
っ
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
文
化
振
興
課
）
 

 公
告
第
二
百
十
七
号
 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

一
 
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
 

平
成
二
十
四
年
七
月
十
三
日
 

二
 
名
称
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
島
農
業
復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

三
 
代
表
者
の
氏
名
 

伊
藤
 
房
雄
 

四
 
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

福
島
県
郡
山
市
大
槻
町
字
古
屋
敷
六
十
七
番
地
 

五
 
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的
 

こ
の
法
人
は
、
福
島
県
で
暮
ら
す
人
々
に
対
し
て
、
農
業
を
通
じ
て
生
涯
安
全
・
安
心
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
ま
た
誇
り
を
も
っ
て
地
域
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
事
業
を

行
い
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
文
化
振
興
課
）
 

 

公
告
第
二
百
十
八
号
 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

一
 
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
 

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日
 

二
 
名
称
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
わ
か
ば
自
然
楽
校
 

三
 
代
表
者
の
氏
名
 

高
梨
 
光
一
 

四
 
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

福
島
県
会
津
若
松
市
大
塚
二
丁
目
四
番
地
三
十
二
 

五
 
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的
 

こ
の
法
人
は
、
会
津
・
磐
梯
エ
リ
ア
に
生
活
す
る
人
、
ま
た
訪
れ
る
人
に
対
し
て
、
エ
リ
ア
の
環

境
資
源
・
人
的
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
な
る
環
境
教
育
の

実
践
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
文
化
振
興
課
）
 

 公
告
第
二
百
十
九
号
 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

一
 
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
 

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日
 

二
 
名
称
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
れ
あ
い
づ
ス
マ
イ
ル
 

三
 
代
表
者
の
氏
名
 

小
沼
 
美
保
 

四
 
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

福
島
県
会
津
若
松
市
東
千
石
一
丁
目
一
番
十
一
号
 

五
 
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的
 

こ
の
法
人
は
、
障
害
者
及
び
高
齢
者
に
対
し
て
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に

必
要
な
事
業
を
行
い
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
社
会
全
体
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
 

（
文
化
振
興
課
）
 

 公
告
第
二
百
二
十
号
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採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

第
四
十
一
回
採
石
業
務
管
理
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 
 

一
 
試
験
日
時
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
 

二
 
試
験
の
場
所
 

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
郡
山
市
虎
丸
町
七
番
七
号
）
 

三
 
受
験
願
書
の
提
出
期
間
 

平
成
二
十
四
年
八
月
十
七
日
（
金
）
か
ら
同
年
九
月
十
一
日
（
火
）
ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ

る
場
合
は
、
同
日
付
け
ま
で
の
通
信
日
付
印
の
あ
る
も
の
を
有
効
と
す
る
。
 

四
 
受
験
願
書
の
提
出
先
 

最
寄
り
の
福
島
県
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
と
す
る
。
 

五
 
受
験
手
数
料
 

八
千
円
と
し
、
相
当
額
の
福
島
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
に
貼
っ
て
納
入
す
る
こ
と
（
消
印
は
し

な
い
こ
と
。
）
 

六
 
そ
の
他
 

試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
企
業
立
地
課
又
は
福
島
県
地
方

振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
郵
送
に
よ
り
照
会
す
る

場
合
は
、
宛
先
明
記
の
八
十
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
又
は
返
信
用
は
が
き
を
必
ず
同
封
す
る

こ
と
。
 

（
企
業
立
地
課
）
 

 公
告
第
二
百
二
十
一
号
 

 
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
河
川
整
備
基

本
方
針
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。
 

  こ
の
方
針
に
係
る
関
係
書
類
を
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
河
川
計
画
課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建

設
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
 

    平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

河
川
整
備
基
本
方
針
の
名
称
 
二
級
河
川
鮫
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
 

（
河
川
計
画
課
）
 

 公
告
第
二
百
二
十
二
号
 

 
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
名
浜
港

港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 
 

一
 
港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要
 

 
 
港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要
を
公
告
す
る
件
（
平
成
十
九
年
公
告
第
五
百
十
号
）
に
よ
り
そ
の
概
要

を
公
告
し
た
小
名
浜
港
港
湾
計
画
に
つ
い
て
、
平
成
三
十
年
代
前
半
に
お
け
る
取
扱
貨
物
量
を
二
千

二
百
七
十
万
ト
ン
と
想
定
し
て
変
更
し
た
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 
㈠
 
水
域
施
設
計
画
 
 
 

ア
 
航
路
 

イ
 
泊
地
 

ウ
 
航
路
・
泊
地
 

 
㈡
 
係
留
施
設
計
画
 
 
 

岸
壁
 

㈢
 
港
湾
環
境
整
備
施
設
計
画
 

緑
地
 

東
港
 

地
 
区
 
名
 

中
央
航
路
 

名
 
 
 
称
 

二
〇
〜
二
一
 

水
 
深
（
メ
ー
ト
ル
）
 

三
三
〇

幅
 
員
（
メ
ー
ト
ル
）
 

同
 

東
港
 地

 
区
 
名
 

一
二
 

二
〇
 

水
 
深
（
メ
ー
ト
ル
）
 

一 六

面
 
 
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
 

同
 

東
港
 地

 
区
 
名
 

一
二
 

二
〇
 

水
 
深
（
メ
ー
ト
ル
）
 

六
七
三

面
 
 
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
 

同
 

同
 

東
港
 

地
 
区
 
名
 

同
 

同
 

公
共
用
 

公
共
用
又
は
 

専
用
の
別
 

一
二
 

一
四
 

二
〇
 

水
 
深
（
メ
ー
ト
ル
） 

一
バ
ー
ス
 

一
バ
ー
ス
 

一
バ
ー
ス
 

バ
ー
ス
数
 

同
 

同
 

一
般
船
用
 

用
 
 
 
途
 

東
港 地

 
区
 
名

六

面
 
 
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
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㈣
 
土
地
造
成
及
び
土
地
利
用
計
画
 

（
単
位
 
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
 

 
注
一
 
今
回
変
更
に
係
る
地
区
に
つ
い
て
の
み
記
載
し
た
。
 

 
注
二
 
端
数
処
理
の
た
め
、
内
訳
の
和
は
必
ず
し
も
合
計
と
一
致
し
な
い
。
 

 
㈤
 
そ
の
他
の
計
画
 

 
 
大
規
模
地
震
対
策
施
設
 

二
 
変
更
後
の
港
湾
計
画
の
縦
覧
の
場
所
 

 
 
福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号
 
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
総
室
港
湾
課
 

（
港
 
湾
 
課
）
 

                   

                                       

  

東
港
 

地
区

名
 

三
二
 

ふ
頭

用
地
 

一
五
 

港
湾

関
連

用
地
 

 交
流

拠
点

用
地
 

 工
業

用
地
 

一
 

交
通

機
能

用
地
 

六
 

緑
地
 

 レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施

設
用
地
 

 危
険
物
 

取
扱
施
 

設
用
地
 

 廃
棄
物

取
扱
施

設
用
地
 

五
四

合
計

東
港
 

地
 
区
 
名
 

岸
壁
 
水
深
二
〇
メ
ー
ト
ル
 
一
バ
ー
ス
 

港
 
 
 
 
湾
 
 
 
 
施
 
 
 
 
設
 

次
に
掲
げ
る
条
件
を
全
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要

な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。
 

(１) 
福
島
県
の
物
品
購
入
（
修
繕
）
競
争
入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
又
は
開

札
時
ま
で
に
福
島
県
の
物
品
購
入
（
修
繕
）
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ

と
。
 

(２) 
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
物
品
の
買
入
れ
又
は
修
繕
に
係
る
指
 

名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。
 

(３) 
こ
の
公
告
に
示
し
た
仕
様
に
合
致
し
た
物
品
又
は
こ
れ
と
同
等
の
物
品
に
つ
い
て
納
入
実
績
が

あ
り
、
か
つ
、
確
実
に
納
入
で
き
る
こ
と
。
 

(４) 
当
該
物
品
に
係
る
迅
速
な
保
守
及
び
修
理
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

３
 
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
 

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
所
定
の
物
品
購
入
（
修
繕
）
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
 

請
書
に
、
２
の

(３)に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
、
平
成
24年

８
月
20日

 
（
月
）
午
後
５
時
15分

ま
で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
 

資
格
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。
 

郵
便
番
号
960-8670 

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

 
福
島
県
出
納
局
入
札
用
度
課
 

電
話
024-521-7563 

４
 
入
札
書
の
提
出
場
所
等
 

(１) 
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

先
 
３
に
掲
げ
る
場
所
に
同
じ
。
 

(２) 
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
 
平
成
24年

８
月
８
日
（
水
）
午
前
11時

 
福
島
県
出
納
局
入

札
用
度
課
 

(３) 
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
 

ア
 
１
の

(１)の
ア
に
掲
げ
る
物
品
等
 
平
成
24年

８
月
27日

（
月
）
午
後
２
時
 
福
島
県
出
納
局
 

入
札
用
度
課
 

イ
 
１
の

(１)の
イ
に
掲
げ
る
物
品
等
 
平
成
24年

８
月
27日

（
月
）
午
後
２
時
20分

 
福
島
県
出
 

納
局
入
札
用
度
課
 

ウ
 
１
の

(１)の
ウ
に
掲
げ
る
物
品
等
 
平
成
24年

８
月
27日

（
月
）
午
後
２
時
40分

 
福
島
県
出
 

納
局
入
札
用
度
課
 

（
郵
便
に
よ
り
入
札
す
る
場
合
は
、
書
留
郵
便
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
平
成
24年

８
月
24日

 
（
金
）
午
後
５
時
15分

ま
で
に
必
着
の
こ
と
。
）
 

５
 
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金
 

(１) 
入
札
保
証
金
 
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札
保
 

証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
 

該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
。
 

(２) 
契
約
保
証
金
 
落
札
者
は
、
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
 

い
て
は
、
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
。
 

公
告
第
２
２
３
号
 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
物
品
等
の
購
入
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を

定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
372号

）
第
６
条
及
び
福
島
県
財
務
規
則
（
昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
 

17号
。
以
下
「
財
務
規
則
」
と
い
う
。
）
第
274条

の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。
 

平
成
24年

７
月
31日

 
福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 

１
 
入
札
に
付
す
る
事
項
 

(１) 
調
達
を
す
る
物
品
等
の
件
名
及
び
数
量
 

ア
 
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
Ⅳ
（
2.2m

級
）
 
１
台
 

イ
 
除
雪
ド
ー
ザ
Ⅷ
（
19t級

）
 
１
台
 

ウ
 
除
雪
ド
ー
ザ
Ⅸ
（
19t級

）
 
２
台
 

(２) 
調
達
を
す
る
物
品
等
の
仕
様
等
 
仕
様
書
に
よ
る
。
 

(３) 
納
入
期
限
 
平
成
25年

１
月
31日

（
木
）
 

(４) 
納
入
場
所
 

ア
 
福
島
県
喜
多
方
建
設
事
務
所
（
福
島
県
喜
多
方
市
松
山
町
鳥
見
山
字
下
天
神
６
番
地
の
３
）
 

イ
 
福
島
県
喜
多
方
建
設
事
務
所
（
福
島
県
喜
多
方
市
松
山
町
鳥
見
山
字
下
天
神
６
番
地
の
３
）
 

ウ
 
福
島
県
山
口
土
木
事
務
所
（
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
山
口
字
村
上
842番

地
）

２
 
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項
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福
島
県
企
業
局
 

     

                                       

６
 
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項
 

こ
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
開
札
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
提
出
し
た
書
類
に
 

関
し
、
福
島
県
知
事
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

７
 
入
札
の
無
効
 

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示
 

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。
 

８
 
そ
の
他
 

(１) 
契
約
の
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨
 
日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
 

(２) 
入
札
方
法
 
落
札
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。
 

(３) 
落
札
者
の
決
定
の
方
法
 
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札

を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。
 

(４) 
契
約
書
作
成
の
要
否
 
要
 

(５) 
そ
の
他
 
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。
 

９
 
S
um
m
ary 

(１) 
N
ature and quantity of the products to be purchased：

 
①
 
R
otary S

now
 P
low
Ⅳ
（
2.2m

 class）
 １
 

②
 
T
ractor w

ith S
now
 P
low
Ⅷ
（
W
heel T

ype 19t class）
 １
 

③
 
T
ractor w

ith S
now
 P
low
Ⅸ
（
W
heel T

ype 19t class）
 ２
 

(２) 
T
im
e-lim

it of tender (by hand)：
 

①
 
２
：
00 p.m

., 27 A
ugust 2012 

②
 
２
：
20 p.m

., 27 A
ugust 2012 

③
 
２
：
40 p.m

., 27 A
ugust 2012 

(３) 
T
im
e-lim

it of tender (by m
ail)：

5：
15 p.m

., 24 A
ugust 2012 

(４) 
C
ontact point for the notice：

B
id A

dm
inistration D

ivision, T
reasury B

ureau, 
F
ukushim

a P
refectural G

overnm
ent, 2-16 S

ugitsum
acho,F

ukushim
a-shi,F

ukushim
a 

960-8670 Japan T
E
L
 024-521-7563 

（
入
札
用
度
課
）

福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 

平
成
24年

７
月
31日

 
福
島
県
知
事
 
佐
 
藤
 
雄
 
平
 
 

福
島
県
企
業
局
管
理
規
程
第
４
号
 

福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
 

を
改
正
す
る
規
程
 

福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
44年

福
島
県

企
業
局
管
理
規
程
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

附
則
第
４
項
第
２
号
中
「
同
法
第
28条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策

基
本
法
（
昭
和
36年

法
律
第
223号

）
第
63条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
警
戒
区
域
（
以
下
単
に
「
警

戒
区
域
」
と
い
う
。
）
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
又
は
当
該
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で
の
間
 

に
お
け
る
当
該
区
域
と
同
一
の
区
域
の
う
ち
平
成
23年

４
月
21日

の
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で
の
間
に

お
け
る
当
該
本
部
長
指
示
に
よ
り
警
戒
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
」
を
「
帰
還
困
難
区

域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
」
に
改
め
、
同
項
第
３
号
中
「
居
住
者
等
が
避
難
の
た
め
の
立

退
き
又
は
計
画
的
な
立
退
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
又
は
当
該
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で
の
間
に

お
け
る
当
該
区
域
と
同
一
の
区
域
の
う
ち
、
平
成
23年

４
月
22日

の
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で
の
間
に

お
け
る
当
該
本
部
長
指
示
に
よ
り
避
難
の
た
め
の
計
画
的
な
立
退
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
」
を

「
居
住
制
限
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
」
に
改
め
、
同
項
第
４
号
を
削
る
。
 

附
則
第
５
項
第
１
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 

(１) 
前
項
第
１
号
の
う
ち
原
子
炉
建
屋
（
管
理
者
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
内
に
お
い
て
行
う
作
 

業
 
40,000円

 
附
則
第
５
項
第
７
号
を
削
り
、
同
項
第
６
号
中
「
1,000円

」
を
「
660円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
８
号
と
し
、
同
項
第
５
号
中
「
5,000円

」
を
「
3,300円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
７
号
と
し
、

同
項
第
４
号
中
「
2,000円

」
を
「
1,330円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
６
号
と
し
、
同
項
第
３
号
中

「
10,000円

（
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
管
理
者
が
認
め
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
 

は
、
当
該
額
に
そ
の
100分

の
100に

相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
）
」
を
「
6,600円

」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
５
号
と
し
、
同
項
第
２
号
中
「
5,000円

」
を
「
3,300円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
４
号

と
し
、
同
項
第
１
号
の
次
に
次
の
２
号
を
加
え
る
。
 

(２) 
前
項
第
１
号
の
作
業
の
う
ち
前
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
作
業
以
外
の
作
業
で
あ
っ
て
、
故
障
 

し
た
設
備
等
を
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
も
の
（
管
理
者
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
 
20,000 

円
 

(３) 
前
項
第
１
号
の
作
業
の
う
ち
前
２
号
及
び
次
号
に
掲
げ
る
作
業
以
外
の
作
業
 
13,300円

 
附
則
第
７
項
中
「
附
則
第
５
項
第
３
号
、
第
５
号
」
を
「
附
則
第
５
項
第
５
号
」
に
改
め
、
「
（
平

成
23年

４
月
22日

前
に
従
事
し
た
作
業
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。
 

附
則
に
次
の
５
項
を
加
え
る
。
 

９
 
当
分
の
間
、
職
員
が
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
作
業
と
し
て
次
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事

し
た
と
き
は
、
災
害
応
急
作
業
等
手
当
を
支
給
す
る
。
 

(１) 
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
28条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
 

え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
36年

法
律
第
223号

）
第
63条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
 

同
項
の
警
戒
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
（
附
則
第
４
項
各
号
 

に
掲
げ
る
作
業
及
び
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
 

れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
を
除
く
。
）
   

(２) 
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
居
住
者
等
が
避
難
の
た
め
の
立
退
き
又
は
避
難
の
た
め
の
計
画
的
な
立
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福
島
県
病
院
局
 

  

                                       

退
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
（
附
則
第
４
項
各
号
及
び
前
号
に
掲
げ
る

作
業
並
び
に
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区

域
に
お
い
て
行
う
作
業
を
除
く
。
）
 

10 
前
項
の
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。
 

(１) 
前
項
第
１
号
の
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
作
業
 
作
業
１
日
に
つ
き
6,600円

 
(２) 

前
項
第
１
号
の
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
作
業
 
作
業
１
日
に
つ
き
1,330円

 
(３) 

前
項
第
２
号
の
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
作
業
 
作
業
１
日
に
つ
き
5,000円

 
(４) 

前
項
第
２
号
の
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
作
業
 
作
業
１
日
に
つ
き
1,000円

 
11 

同
一
の
日
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
２
以
上
の
作
業
に
従
事
し
た
場
合
又
は

附
則
第
５
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
作
業
及
び
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事

し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
作
業
に
係
る
手
当
の
額
の
う
ち
最
も
高
い
手
当
の
額
を
支
給
す
る
。
 

12 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
７
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「
前
２
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
５
項
及
び
第
11項

」
と
す
る
。
 

13 
附
則
第
10項

第
１
号
又
は
第
３
号
の
作
業
に
従
事
し
た
時
間
が
１
日
に
つ
い
て
４
時
間
に
満
た
な

い
場
合
に
お
け
る
当
該
作
業
に
係
る
災
害
応
急
等
手
当
の
額
は
、
附
則
第
10項

及
び
第
11項

の
規
定

に
よ
り
受
け
る
べ
き
額
に
100分

の
60を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
 

附
 
則
 

１
 
こ
の
規
程
は
、
平
成
24年

８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
改
正
後
の
福
島
県
企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
（
以
下

「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
24年

４
月
16日

か
ら
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
の

前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
職
員
が
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
11年

法
律
第
156号

）
第
 

20条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指
示
に

よ
り
、
帰
還
困
難
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
っ
た
作
業
で
あ
っ
て
、
改

正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
改
正
後
の
規
程
附
則
第
５
項
第
５
号
に
掲
げ
る
作

業
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
作
業
（
同
一
の
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
し
た
と

す
る
な
ら
ば
改
正
後
の
規
程
附
則
第
５
項
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
又
は
附
則
第
10項

第
１
号
に
掲

げ
る
作
業
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
作
業
を
行
っ
た
場
合
を
除
く
。
）
及
び
改
正
後
の
規
程
の
規
定

を
適
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
改
正
後
の
規
程
附
則
第
５
項
第
６
号
に
掲
げ
る
作
業
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
る
作
業
（
同
一
の
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
改
正
後

の
規
程
附
則
第
５
項
第
１
号
か
ら
第
５
号
ま
で
若
し
く
は
第
７
号
又
は
附
則
第
10項

第
１
号
か
ら
第

３
号
ま
で
に
掲
げ
る
作
業
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
作
業
を
行
っ
た
場
合
を
除
く
。
）
を
行
っ
た
場

合
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
 

（
経
営
企
画
課
）
 

福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 

平
成
24年

７
月
31日

 
福
島
県
病
院
事
業
管
理
者
 
髙
 
地
 
英
 
夫
 
 

福
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
３
号
 

福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
の
 

一
部
を
改
正
す
る
規
程
 

福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
16年

福
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

附
則
第
８
項
中
「
い
う
。
」
の
次
に
「
以
下
同
じ
。
」
を
加
え
、
同
項
第
２
号
中
「
同
法
第
28条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
36年

法
律
第
223号

）
第
63条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
警
戒
区
域
（
以
下
単
に
「
警
戒
区
域
」
と
い
う
。
）
に
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
さ
れ
た
区
域
又
は
当
該
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
区
域
と
同
一
の
区
域
の
う

ち
平
成
23年

４
月
21日

の
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
本
部
長
指
示
に
よ
り
警
戒
区

域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
」
を
「
帰
還
困
難
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
」

に
改
め
、
同
項
第
３
号
中
「
居
住
者
等
が
避
難
の
た
め
の
立
退
き
又
は
計
画
的
な
立
退
き
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
た
区
域
又
は
当
該
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
区
域
と
同
一
の
区
域
の
う
ち
、

平
成
23年

４
月
22日

の
本
部
長
指
示
が
あ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
本
部
長
指
示
に
よ
り
避
難
の
た

め
の
計
画
的
な
立
退
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
」
を
「
居
住
制
限
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ

れ
た
区
域
」
に
改
め
、
同
項
第
４
号
を
削
る
。
 

附
則
第
９
項
第
１
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 

(１) 
前
項
第
１
号
の
う
ち
原
子
炉
建
屋
（
管
理
者
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
内
に
お
い
て
行
う
作

業
 
40,000円

 
附
則
第
９
項
第
７
号
を
削
り
、
同
項
第
６
号
中
「
1,000円

」
を
「
660円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
８
号
と
し
、
同
項
５
号
中
「
5,000円

」
を
「
3,300円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
７
号
と
し
、

同
項
第
４
号
中
「
2,000円

」
を
「
1,330円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
６
号
と
し
、
同
項
第
３
号
中

「
10,000円

（
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
管
理
者
が
認
め
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
額
に
そ
の
100分

の
100に

相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
）
」
を
「
6,600円

」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
５
号
と
し
、
同
項
第
２
号
中
「
5,000円

」
を
「
3,300円

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
４
号

と
し
、
同
項
第
１
号
の
次
に
次
の
２
号
を
加
え
る
。
 

(２) 
前
項
第
１
号
の
作
業
の
う
ち
前
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
作
業
以
外
の
作
業
で
あ
っ
て
、
故
障

し
た
設
備
等
を
現
場
に
お
い
て
確
認
す
る
も
の
（
管
理
者
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
 
20,000 

円
 

(３) 
前
項
第
１
号
の
作
業
の
う
ち
前
２
号
及
び
次
号
に
掲
げ
る
作
業
以
外
の
作
業
 
13,300

円
 

附
則
第
11項

中
「
附
則
第
９
項
第
３
号
、
第
５
号
」
を
「
附
則
第
９
項
第
５
号
」
に
改
め
、
「
（
平

成
23年

４
月
22日

前
に
従
事
し
た
作
業
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。
 

 
附
則
第
23項

中
「
附
則
第
11項

」
を
「
附
則
第
22項

」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
29項

と
し
、
附
則
 

第
22項

中
「
附
則
第
10項

か
ら
第
12項

」
を
「
附
則
第
21項

か
ら
第
23項

」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
 

28項
と
し
、
附
則
第
21項

中
「
附
則
第
８
項
」
を
「
附
則
第
19項

」
に
、
「
附
則
第
10項

」
を
「
附
則

第
21項

」
に
改
め
、
同
項
第
１
号
中
「
附
則
第
９
項
第
１
号
」
を
「
附
則
第
20項

第
１
号
」
に
改
め
、
 

同
項
を
附
則
第
27項

と
し
、
附
則
第
20項

中
「
附
則
第
11項

」
を
「
附
則
第
22項

」
に
改
め
、
同
項
を
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附
則
第
26項

と
し
、
附
則
第
19項

中
「
附
則
第
12項

」
を
「
附
則
第
23項

」
に
改
め
、
同
項
第
２
号
中
 

「
附
則
第
12項

第
２
号
イ
」
を
「
附
則
第
23項

第
２
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
25項

と
し
、
附
 

則
第
18項

中
「
附
則
第
８
項
、
附
則
第
10項

及
び
附
則
第
11項

」
を
「
附
則
第
19項

、
第
21項

及
び
第
 

22項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
24項

と
し
、
附
則
第
17項

中
「
附
則
第
８
項
、
附
則
第
10項

」
を
「
附

則
第
19項

、
第
21項

」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
23項

と
し
、
附
則
中
第
16項

を
第
22項

と
し
、
第
15

項
を
第
21項

と
し
、
附
則
第
14項

中
「
附
則
第
16項

」
を
「
附
則
第
27項

」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
 

20項
と
し
、
附
則
中
第
13項

を
第
19項

と
し
、
第
12項

の
次
に
次
の
６
項
を
加
え
る
。
 

13 
当
分
の
間
、
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
作
業
と
し
て
次
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
し
た
病
 

院
事
業
職
員
に
つ
い
て
は
、
第
11条

各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
事
業
職
員
の
特
殊
勤
務
手
 

当
と
し
て
、
災
害
応
急
作
業
等
手
当
を
支
給
す
る
。
 

(１) 
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
28条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
 

え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
36年

法
律
第
223号

）
第
63条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
 

同
項
の
警
戒
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
（
附
則
第
８
項
各
号
 

に
掲
げ
る
作
業
及
び
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
 

れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
を
除
く
。
）
 

(２) 
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
居
住
者
等
が
避
難
の
た
め
の
立
退
き
又
は
避
難
の
た
め
の
計
画
的
な
立
 

退
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
（
附
則
第
８
項
各
号
及
び
前
号
に
掲
げ
る
 

作
業
並
び
に
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
 

域
に
お
い
て
行
う
作
業
を
除
く
。
）
 

14 
前
項
の
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
１
日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
 

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

(１) 
前
項
第
１
号
の
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
作
業
 
6,600円

 
(２) 

前
項
第
１
号
の
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
作
業
 
1,330円

 
(３) 

前
項
第
２
号
の
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
作
業
 
5,000円

 
(４) 

前
項
第
２
号
の
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
作
業
 
1,000円

 
15 

同
一
の
日
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
２
以
上
の
作
業
に
従
事
し
た
場
合
又
は
 

附
則
第
９
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
作
業
及
び
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事

し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
作
業
に
係
る
手
当
の
額
の
う
ち
最
も
高
い
手
当
の
額
を
支
給
す
る
。
 

16 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
11項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
 

「
前
２
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
９
項
及
び
第
15項

」
と
す
る
。
 

17 
附
則
第
14項

第
１
号
又
は
第
３
号
の
作
業
に
従
事
し
た
時
間
が
１
日
に
つ
い
て
４
時
間
に
満
た
な
 

い
場
合
に
お
け
る
当
該
作
業
に
係
る
災
害
応
急
等
手
当
の
額
は
、
附
則
第
14項

及
び
第
15項

の
規
定
 

に
よ
り
受
け
る
べ
き
額
に
100分

の
60を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
 

18 
同
一
の
日
に
お
い
て
、
第
11条

各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
が
附
則
 

第
13項

に
規
定
す
る
災
害
応
急
作
業
等
手
当
の
支
給
を
受
け
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
は
、
第
22 

条
第
３
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
手
当
の
額
を
合
計
し
た
額
を
支
給
す
る
。
 

附
 
則
 

１
 
こ
の
規
程
は
、
平
成
24年

８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
改
正
後
の
福
島
県
病
院
事
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
規
程
（
以

下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
24年

４
月
16日

か
ら
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
 

の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
病
院
事
業
職
員
が
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
11年

法
律
 

第
156号

）
第
20条

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
 

す
る
指
示
に
よ
り
、
帰
還
困
難
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
っ
た
作
業
で
 

あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
改
正
後
の
規
程
附
則
第
９
項
第
５
号
 

に
掲
げ
る
作
業
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
作
業
（
同
一
の
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
 

適
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
改
正
後
の
規
程
附
則
第
９
項
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
又
は
附
則
14項

第
 

１
号
に
掲
げ
る
作
業
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
作
業
を
行
っ
た
場
合
を
除
く
。
）
及
び
改
正
後
の
規
 

程
の
規
定
を
適
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
改
正
後
の
規
程
附
則
第
９
項
第
６
号
に
掲
げ
る
作
業
に
該
当
 

す
る
こ
と
と
な
る
作
業
（
同
一
の
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
し
た
と
す
る
な
ら
 

ば
改
正
後
の
規
程
附
則
第
９
項
第
１
号
か
ら
第
５
号
ま
で
若
し
く
は
第
７
号
又
は
附
則
第
14項

第
１
 

号
か
ら
第
３
号
ま
で
に
掲
げ
る
作
業
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
作
業
を
行
っ
た
場
合
を
除
く
。
）
を
 

行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
 

（
病
院
総
務
課
）
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